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④ ドメイン･サイズがA～0(i)よ り小 さ くな ると,そ の ドメインは消滅 し,両側の ドメイ ン
が新たに相互作用する｡
(1)式は,二つの安定状態 (A,B)をもつ一次元 TDGl.方程式 か ら導 出 され た1.)故 に,上



































j(zc(i),i)- 0, zc(i)-圭 (i), (6-L/
ここで, Uは正の定数で,後で決められるO充分長い時間が経過した後では,次の式が満たさ
れる｡







91(zl , i )- 右前 gT(xl) ,
92(zl,Z2;り -量 平 e(Z2~Zc(t'" x2*'31,-2), x2< 1,
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β / Z } F / ∠ 7 P P /.
は,同じモデルの計算






















軌跡が措いてあるo これは,各時刻でのドメイン･サイズ zL(t')をその時刻での zc(t')でス
ケールしたものの軌跡 (xl(t′), x2(t′))であるo P｡,Q｡,R｡は初期時刻 t′- t｡での位
置で無限遠にある｡P,Q,Rが現在 と′- とでの位置で,額域 Ⅰに到達する軌跡はすべてP｡
の方向から出発し,P｡を通るoこの時,二つのドメインは,一旦カット･サイズ より小さく
なるo このことが,領域 Ⅰで2体分布 92(zl,Z2 ;i)が最も小さくなる原因であるO図からわ
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メインの成長に対して,その第2隣接 ドメインの相関効果は,第 1隣接 ドメインのものより小
さいにちがいない｡上で見たように,第 1隣接 ドメインの相関効果は,この系の最も定性的な
特徴 (対数成長則, 1体分布のカットの存在,スケーリングのふるまい )は変えなかった｡そ
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